
令和５年度 公表基準に基づく医療事故等の包括公表 

１ レベル別集計 ※1 

レベル分類 患者影響度 
医療センター 八幡病院 

報告件数（件） 

０ 行為には至らなかった ３７１ ２２１ 

１ 一般的な検査を要したが影響がなかった １，１８８ ７８９ 

２ 精密検査を要したが影響がなかった １３２ ６２ 

３の１ 軽微な処置・治療を要したが治癒 １７５ ９５ 

３の２ 濃厚な処置・治療を要したが治癒 ２５ ２２ 

４の１ 寛解・軽度の障害が残った １ ２ 

４の２ 重大な傷害が残った ２ １ 

５ 死亡 ４※2 ０ 

合 計 １，８９８ １，１９２ 
※1 過失の有無にかかわらず、全事例報告することとしています。 
※2 死亡は原病の進行によるもので、処置時の対応に問題はなく無過失です。 

２ 分類別集計  

種 別 
医療センター 八幡病院 

報告件数(件) 事故割合(％) 報告件数(件) 事故割合(％) 

与薬 ４１０ ２１．６ ２３６ １９．８ 

転倒・転落 ３６７ １９．３ １４１ １１．８ 

チューブ・ライン類 ２７７ １４．６ ２６１ ２１．９ 

調剤・製剤管理 ６４ ３．４ ７５ ６．３ 

検査 ８６ ４．５ １００ ８．４ 

食事 ４８ ２．５ ２４ ２．０ 

処置・処方 ６７ ３．５ ６４ ５．４ 

採血 ６０ ３．２ ３４ ２．９ 

手術 ６３ ３．３ ３２ ２．７ 

その他 ４５６ ２４．０ ２２５ １８．９ 

合 計 １，８９８ １００．０ １，１９２ １００．０ 

３ 医療安全向上のための主な業務改善 

種 別 項 目 病院内で工夫された改善例 

転倒・転落 防止対策 
・患者用体重計に転倒転落ｶﾞｰﾄﾞを設置 

・多職種による転倒転落ﾗｳﾝﾄﾞにより対策評価を開始 

ﾁｭｰﾌﾞ･ﾗｲﾝ類 ベッド移乗対策 

・医療安全対策ＷＧでﾍﾞｯﾄﾞ移乗の学習、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを実施 

・移乗時のﾘｰﾀﾞｰ決定やﾀｲﾑｱｳﾄ実施に向け、ﾎﾟｽﾀｰ及び動画研

修で可視化 

・広報誌による院内周知 

検査 
HBV 再活性化リス

ク対策 

・採用薬のうちﾘｽｸ記載のある薬剤一覧を作成、更新 

・処方時、ｱﾗｰﾄがでるようﾏｽﾀを変更 

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに従い対策を講じるよう再周知 

手術 
術前休薬漏れ防止

対策 

・手術や検査の延期防止のために、薬剤師介入による入院前

支援を実施 

・術前休薬漏れ防止症例を分析し「周術期休薬における

SGLT2 阻害薬とﾋﾞｸﾞｱﾅｲﾄﾞ薬一覧」を作成し、院内周知 

手術 術後管理 

・頸椎術後管理において、医療事故再発防止に向けた提言に

基づく管理体制を整備 

・集中治療室入室基準の見直し提案 

その他 患者誤認防止対策 

・安全で正確な患者確認を実施するため、全職員を対象とし

た研修会を開催 

・外来診察室に誤認防止ﾎﾟｽﾀｰを掲示 

その他 酸素ボンベ管理 

・院内迅速(RRS)ﾁｰﾑによる酸素ﾗｳﾝﾄﾞを実施 

・点検不備時、ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄで報告し、不備内容を共有 

・広報誌による院内周知 

 


